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私を強めてくださった、私たちの主キリスト・イエスに感謝しています。主は、私を忠

実な者と見なして、奉仕の務めに就かせてくださったからです。私は、かつては冒涜する

者、迫害する者、傲慢な者でしたが、信じていないときに知らずに行ったことなので、憐

れみを受けました。私たちの主の恵みが、キリスト・イエスにある信仰と愛と共に満ち溢

れたのです。「キリスト・イエスは罪人を救うために世に来られた」という言葉は真実で

あり、すべて受け入れるに値します。私は、その罪人の頭です。しかし、私が憐れみを受

けたのは、キリスト・イエスがまず私に限りない寛容をお示しになり、この方を信じて永

遠の命を得ようとしている人々の手本となるためでした。永遠の王、不滅で目に見えない

唯一の神に、誉れと栄光が世々限りなくありますように、アーメン。私の子テモテ、以前

あなたに対してなされた預言に従って、この命令を与えます。その預言に力づけられ、信

仰と正しい良心とを保ちながら、立派に戦い抜きなさい。ある人々は正しい良心を捨てた

ため、その信仰は挫折してしまいました。その中には、ヒメナイとアレクサンドロがいま

す。私は、神を冒涜してはならないことを学ばせるために、彼らをサタンに引き渡しまし

た。（Ⅰテモテ 1:12 ～ 20） 

 

著者は、私を強めてくださった、私たちの主キリスト・イエスに感謝している、この方

が、私を忠実な者と見なして、福音宣教の務めに就かせてくださったからと書いている。

ここから、パウロの生涯と信仰について語っている。「私は、かつては冒涜する者、迫害

する者、傲慢な者でしたが、信じていないときに知らずに行ったことなので、憐れみを受

けました 。」 ファリサイ派の学徒であったパウロは、十字架で殺されたナザレのイエスを

キリストと信じ、また、神殿を軽視するエルサレム教会に連なる人々を許せず、彼らに暴

力を振るい迫害を加えていた。その時は、主イエスを知らなかった。パウロがキリスト者

を追ってダマスコに向かう途中、復活した主イエスが現れ、「サウル、サウル、なぜ、私

を迫害するのか（使徒言行録 9:4 ）」 という声を聞いた。パウロが復活した主イエスに出

会った決定的な出来事である。この時、パウロは迫害する者であるにもかかわらず、憐れ

みを受け、赦しの愛を受け取った。その出来事を、 「『 キリスト・イエスは、罪人を救う

ために世に来られた』という言葉は真実であり、すべて受け入れるに値します」と書いて

いる。だから、「私は、その罪人の頭です」と告白する。パウロは、キリスト信者を迫害

していたので、自分を「罪人の頭」と言う。それが、赦されたのであるから、「しかし、

罪が増したところには、恵みはなおいっそう満ち溢れました（ローマ 5:20b ）」 と受け止

めた。この逆説がキリスト教信仰の奥義である。罪の認識の深さが、赦しの愛の深さに比

例するのである。私が憐れみを受けたのは、キリストが限りない忍耐を示されて、この方

を信じて永遠の命を得ようとしている人々の手本となるためであった。唯一の神は永遠の

王である、この方に誉れと栄光が世々限りなくありますように、アーメンが、パウロの心

からの祈りである。著者は、「私の子テモテ、以前あなたに対してなされた預言に従って、

この命令を与えます。その預言に力づけられ、信仰と正しい良心とを保ちながら、立派に

戦い抜きなさい」と諭す。良心を捨て、信仰から挫折したヒメナイとアレクサンドロには、

神を冒涜してはならないことを学ばせるために、彼らをサタンに引き渡した。サタンに渡

される者の実名をあげ、テモテに預言（み言葉）に従うように励ましている。 


